
【ねがいましては】 

平成１1年１月２5日 

第１１１号                           KYOWA  SCHOOL 

「まじめが徳をいただく世の中に」 

 えらそうな題目を掲げてしまいましたが、1999年も始まりました。授業の中で○○ちゃん 

まじめだなー、本当にまじめだなー、きっと幸せなあったかい家庭が待っているだろうなー、と

思うことがよくあります。もちろん明るさもあります。 

 子は、親を見て育ちます。友達や先生などの影響も少なからずあるでしょうが、やはり親は絶

対的な「子」への影響力を持っています。 

 子の成長過程での親の姿は「常識」として映っていきます。例えば、朝、家族全員で朝食をと

る家では、それが常識、その中に毎日味噌汁があれば、それも常識、毎晩、家族全員で読書の時

間を作って読んでいる家庭では、それはもうこの上ないとってもとっても良い常識になります。 

 逆に、いつもいつもお父さんとお母さんがけんかばかりしている家庭では、それが子供には立

派な常識となるわけです。そういう家庭で生活してきた子は、学校での問題解決に、「ケンカ」

を選択するかもしれません。 

 私は、よく授業の中で「逃げの気持ちは良くない、とにかく前向いてこつこつやってみようよ」 

と声をかけます。そう声をかけている自分は、「どんなに損してもいい、最後までまじめに生き

まっせ、そんなばかがここにいるぞ。」と心の中で叫んでいます。 

 とかく、まじめがばかを見ることの多い世の中、それでもそれでもまじめに歩かせていただき

ます。そんな私をいつも見ていただければと思います。 

 家庭の中で、「話し合う」時間と言うものが不足している現代、一番気持ちが密接な関係にな

ければならないはずの「家庭」の持つ役割を、今一度原点にもどって考え直してみるべきではな

いでしょうか。 

「まじめが一番」でやってきて良かったって、みーんなで言えたらいいですね。 

さて、所々で小さな「楽」をしていないか、さっそくチェックしてみてはいかがでしょうか。 

遅刻しないで行ってますか、あとかたづけしっかりしてますか、歯しっかり磨いてますか、お掃

除してますか、たまにはトイレのお掃除してごらん、食器洗うのも水だけでしてみてごらん、 

 まじめを探して歩いてみよう！ 

 

２月の予定 

 １月２８日(木)～３０日(土） 全珠連珠算検定４級以下 KYOWA SCHOOL 

        ３１日(日) 全珠連珠算・暗算検定 ３級以上 中央高校 

 ２月 ９日(火) 検定試験合格発表 

 

＊中学学習科 からのお知らせ ・・ ２月より planning class が始まります 

       詳しい内容に関しては、おってお知らせいたします。 

 


